
【自然に学ぶ】

○（本物に触れる）

・様々な動物を観察し、その動物特有の行動や性質を理解する。

【自分を高める】

○（感性・創造力）

・動物愛護の精神を身につける。

【1】準備物

： 問題用紙、解答用紙、解答、動物の森案内図、バインダー

： 救急用品、帽子、水とう、タオル、レインウェア、腕時計（班に1つ）、筆記用具（班に1つ）

【2】引率者の役割

○ 動物の森への引率

○ 動物の森内巡回

○ 道具などの管理

○ 安全管理

【3】班編成

4～6人程度

○ 事前に必ず、動物の森までのルートの下見をする。

○ 動物の森への引率は、引率者が責任をもって行う。

○ 必ず班で行動する。

○ 冬季は、鳥インフルエンザ予防のため、動物の森の入口に設置されているアルコールで、手指消毒をする。

○ 鳥や動物の死骸を見つけても、絶対に触らない。

○ 特に夏季は、熱中症に注意する。

○ 動物には優しく接し、怖がらせない。

海の家から歩いて約２０分のところにある、動物の森での活動です。

動物に関する問題を解きながら観察します。

2.めあて

4.実施上の留意点

3.準備

海の家

団体

福岡市海の中道青少年海の家

2022年12月16日改訂

１.活動概要

～野外活動～

動物ウォッチング



◎･･･引率者の動き　　○･･･研修生の動き　　▼･･･施設職員の動き

▼活動について説明する。

◇説明のながれ

①問題の種類の説明 ●順番に解かなくてよい。

　　・動物を観察して解く問題

　　・解説板を見て解く問題

　　・想像して解く問題

②注意事項

○話を聞く。

▼問題用紙・解答用紙・バインダーを配付する。

○受け取る。

◎動物の森まで引率する。

○移動する。

◎各班をスタートさせる。 ●最終集合時刻と、集合場所を確認する。

○スタートする。

◎動物の森内を巡回する。

◎海の家へ引率する。

○移動する。

○問題用紙とバインダーを返却する。

◎問題用紙とバインダーを受け取り、返却する。 ●施設の貸出物品がある場合は、数を確認する。

▼貸出物品を受け取る。

◎▼答え合わせとまとめを行う。

○答え合わせをし、話を聞く。

a. ：

b. ：

c. ：

d. ：

e. ：

f. ：

g. ：

まとめ

（20分）

道具の配付

（5分）

道具の回収

（5分）

活動

（100分）

（20分）

定員

移動

（20分）

なし

目安時間 活動内容 留意点

5.活動のながれ

全体説明

（10分）

移動

実施場所

所要時間

実施可能な天候

実施可能時期

関連教科

対象学年 小学生以上　※未就学児は要相談(別プログラムあり)

生活科、理科、総合的な学習の時間

通年

荒天時以外

3時間程度（説明、移動を含む）

活動部屋及び動物の森


